
















全国消費実態調査は、統計法（平成19年法律第
53号）に基づく基幹統計を作成するための調査
で、我が国の家計の現状とその推移を所得・消
費・資産の３つの面から明らかにします。

調査は、全国の世帯の中から一定の統計上の抽
出方法に基づいて選ばれた約５万６千世帯につ
いて、９月から１１月の３か月間（単身世帯は
１０月、１１月の２か月間）行います。

調査の結果は、全国や都道府県別などの詳細な
統計データとして、国や地域社会に密着した消
費者行政、福祉行政などに役立つ基礎資料とな
ります。

全国消費実態調査とは

全国消費実態調査では、４種類の調査票により
次のことを調査します。

●

●

●

世帯構成、各世帯員の年齢や職業、現住居や
現住居以外の住宅及び土地の保有状況など

①世帯票

日々の収入・支出など

②家計簿

耐久消費財等の所有数及び取得時期など

③耐久財等調査票

過去１年間の年間収入、貯蓄・負債の現在高

④年収・貯蓄等調査票

調査の内容

統計調査の
ご協力を
お願いします

　今年９月から11月まで実施される標記統計調査について、対象地区の皆さ
んのご協力をお願いします。

　

　

　対象地区には、7月から国に指定された調査員（身分証を携帯しています）
が調査に伺いますので、協力についてよろしくお願いいたします。

【問合せ先】役場総務課まちづくり推進室広報統計係　TEL.0137-84-5111

　【対象地区】　※対象地区の一部が調査対象となりますのでご了承ください

　　◎北檜山区 豊岡地区　　◎大成区 宮野・平浜地区　



 と  き／８月３１日(日) 

 と ころ／長万部町立病院 
       （山越郡長万部町長万部１８番地４０）           

 受付時間／午前 9：00～12：00 ※診察は最大15時まで 
 

 事前申込期間：７月２８日（月）～８月８日（金）までに下記へお電話ください。 
 （土曜・日曜・祝日はのぞく）        
 ※定員４０名 （受診の可否は ８月２２日（金）までに 郵送でお知らせします。） 

 
 申込先： 北海道 八雲保健所 健康推進課 健康支援係 
          電話 ０１３７－６３－２１６８  

2014年度(平成26年度)北海道委託事業 
 
●共催・検診団（予定） 
  北海道大学院医学研究科 

     神経病態学講座・神経内科学分野 

  同    内科学講座免疫・代謝内科学分野 

  北海道大学病院リハビリテーション科 

  公益社団法人 北海道勤労者医療協会 

  医療法人 道南勤労者医療協会 

  医療法人北祐会 北祐会神経内科病院 

  一般社団法人北海道医療ソーシャルワーカー協会 

 

  八雲町、長万部町、今金町、せたな町 

  

●後 援（予定） 
  北海道医師会 

  渡島医師会 

  北部檜山医師会 

 

次にあげる症状でお困りの方は、上記の申込先にお電話下さい。 
①手足がぎこちなく動かしにくい、関節が痛む、腫れている。疲れやすい、微熱が続く、体重が減ってきた。 
手足の先が白くなってきたり、紫色になって、痛みがある、異常に冷たくなる等。 
 
②手足がふるえる、カが入らない、急にカが抜ける。字が書けなくなった。 
ものを噛んだり、飲み込んだりしにくい、むせたり、のどにつっかえたりする。 
転びやすい、手が上がらない。ロや舌がもつれる感じがする。顔の表情が乏しくなった。 
手足がしびれる、感覚がない、歩きにくい等。 
 
③幼少期に「ポリオ」にかかった方で５０～６０歳前後になって筋力低下、強い疲労感などの症状のある方 

難病や長期慢性・進行性の病気の 
ご相談は、いつでもどうぞ 
 
私たちは難病・長期慢性の病気の 
患者・家族団体の連合体です。 

【実施機関】 
一般財団法人 北海道難病連 
札幌市中央区南4条西10丁目北海道難病センター 
電話 011-512-3233/FAX 011-512-4807 
月曜～金曜 午前９時～午後５時 

神経内科医（パーキンソン病などが専門）、 
内科医（リウマチや膠原病などが専門）、 
整形外科医（後縦靭帯骨化症などが専門）、 
リハビリ専門医が診察いたします。 
 

また医療ソーシャルワーカーによる障害年金や身体
障害者手帳、医療費の相談コーナーもございます。 
いずれも費用は無料、事前の申込が必要です。 












